
�¢ 1） 事業の経過およびその成果ならびに対処すべき課題

①　事業の経過およびその成果
当期のわが国経済は、企業収益が高水準で推移する中、民間設備投資が増加したほか、
雇用者所得も緩やかに増加を続け、個人消費も底堅く推移するなど、景気は緩やかに拡
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（5）主要な事業内容（平成19年３月31日現在）
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（7） 従業員の状況（平成19年３月31日現在）

①　企業集団の従業員の状況

②　当社の従業員の状況

(注) １. 従業員数は就業人員数であります。

(注)
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４.会計監査人に関する事項
（1








